February 1, 2011 哲学入門セミナー ９
Yo Haiku
Yo Haiku: では、皆様遅くなりましたが新年ですね、おめでとうございます。今年になって初の哲学会です

Yo Haiku: 前回

Yo Haiku: 第二人称の話をして

Yo Haiku: それは「間主観性」

Yo Haiku: つまり、

Yo Haiku: 私という主観でもなく

Yo Haiku: 一般という客観でもないが

Yo Haiku: どちらの要素も含む

Yo Haiku: 私たち、あなたとわたしの間、

Yo Haiku: シェアされている意識、価値観、「現実」

Yo Haiku: そして

Yo Haiku: 実はこれが主よりも客よりももっと根本的に

Yo Haiku: 私たちの意識、「客観」として成り立っている「現実」の成立になっている

Yo Haiku: という辺までの会話でした

Yo Haiku: で、今日は

Yo Haiku: この点をもうちょっとくわしく分析してみよう、

Yo Haiku: と前回お約束（予告）しましたので

Yo Haiku: そうしようと思いますが、いいでしょうか。

Almond Andel: はい

Yo Haiku: ここまで、何か質問がありますでしょうか。どうぞ。

marube Oh: はい

marube Oh: （質問ではないです）

Naoyuki Mertel: はい＾＾

Yo Haiku: どうぞ

Naoyuki Mertel: （あ。。質問ではないです）

Yo Haiku: おっけい、では

Yo Haiku: まず、自分のものだと思っている主観

Yo Haiku: 他人からは知られないことが可能な主観

Yo Haiku: この主観がどうして

Yo Haiku: 間主観からくるのだ、といえるのでしょう。

Yo Haiku: どなたかご意見は？

春日くみほ (kumiho.melody): こんばんは、おじゃまします

Almond Andel: こんばんは。はじまってますよ。

Yo Haiku: まず、「じぶんのもの」と思っている思考、

Yo Haiku: 私たちは考える時点であれこれ「概念」をつかいますが

Yo Haiku: （簡単に言えば、独り言であっても「言語」を使う、というような点です）

Yo Haiku: 言語、概念、コンセプト、これらは

Yo Haiku: 他人、コミュニティー、同言語のコンテクスト、環境、歴史、

Yo Haiku: これらによって意味があるものです

Yo Haiku: なので

Yo Haiku: いくら「自分ひとりのもの」と言っても

Yo Haiku: その内容としては

Yo Haiku: すべて「他があってのみ意味が成立する」

Yo Haiku: という内容なのです。

Yo Haiku: ちょっと抽象的ですが、

Yo Haiku: 例をとってみると、

Yo Haiku: たとえば、

Yo Haiku: 「他人がどうであろうと、私はあの先生が言ったことは間違っていると思う」という意見を持っているとしてみましょう

Yo Haiku: 内容として、ここには

Yo Haiku: 「先生のいったこと」

Yo Haiku: 「他人がどうであろうと」

Yo Haiku: などの

Yo Haiku: 「他を仮定している」

Yo Haiku: ということがすでにあります

Yo Haiku: すなわち

Yo Haiku: 「自分だけの意見」というコンセプト自体

Yo Haiku: 間主観性を前提としてのみ

Yo Haiku: 通じる、ということです

Yo Haiku: なので、

Yo Haiku: ヴィトケンシュタインは

Yo Haiku: 「個人言語」は不可能だ、といいましたが

Yo Haiku: これは言語の内容自体すでに間主観性があるから、

Yo Haiku: といえます。

Yo Haiku: ここまで、質問おありでしたらどうぞ。

marube Oh: ないです。

Yo Haiku: ではつづけます

Yo Haiku: （質問の方はいつでもどうぞ）

Yo Haiku: 次に、間主観性と客観との関係をみてみましょう

Yo Haiku: おおまかに言って

Yo Haiku: 「客観も間主観性の一部」とみる立場と

Yo Haiku: 真の客観は間主観性を超えてある、という立場と

Yo Haiku: どちらもありますが、

Yo Haiku: まず「客観は間主観性の一部」、これを

Yo Haiku: 分析してみましょう

Yo Haiku: これは歴史的にはアイディアリズム、観念主義、

Yo Haiku: カント以降の理念主義、現象学的な立場ですが、

Yo Haiku: 「現実」は「私たちの意識」を超えてはない、

Yo Haiku: つまり、私たちが「現実」とする世界は

Yo Haiku: 私たちの意識の対象としてしかない

Yo Haiku: （そうでなかったら体験できないから）

Yo Haiku: なので、「客観」というのは
Yo Haiku: 皆がそろって「これは現実の一部であるとする」世界

Yo Haiku: 私たちの歴史、思想、科学、

Yo Haiku: また、概念的なせかい、数学、物理、化学、

Yo Haiku: これらは「意見」ではなく「現実」であり

Yo Haiku: 主観的なものではなく客観的、オブジェクティブなもの

Yo Haiku: とされますが、

Yo Haiku: ここにも「だれから見ても同じ」という点で

Yo Haiku: 間主観性がなくては

Yo Haiku: 客観、というコンセプト自体成り立たない、

Yo Haiku: ということです。

Yo Haiku: （ここまでOKでしょうか。質問ありましたらいつでもどうぞ。つづけます）

Yo Haiku: 次に、「間主観を超えて現実はある」という立場ですが、

Yo Haiku: これは現在の科学の過半数をしめる物質主義の立場です

Yo Haiku: 人間がいようといまいと、元素は元素、物理の方式は成り立つ、引力はあり、大昔恐竜はいた、

Yo Haiku: これらの「事実」は「人間や意識とは関係ない」とされます

Naoyuki Mertel: ノ

Yo Haiku: はいどうぞ

Naoyuki Mertel: お薬の世界で、作用機序はわからないけれど

Naoyuki Mertel: 仮説で推測しか出来ないけれど

Naoyuki Mertel: 効くのは、効く、というのと似ていそうですね。

Yo Haiku: そうですね、これはおもしろい例です

Yo Haiku: 仮説の段階で

Yo Haiku: ピュアに科学的反応を推測する、というとき

Yo Haiku: 化学反応のみを見ると

Yo Haiku: まるで人間がいようといまいと「こういう物質にこういう物質を加えるとこのような反応がおこる」

Yo Haiku: という点が成り立ちますが、

Yo Haiku: 「薬」としてその意味を大きくとらえてみると

Yo Haiku: 人間なしの薬はなく、

Yo Haiku: 「効く」というコンセプトも

Yo Haiku: たった一人の人間に効いた場合

Yo Haiku: 「この薬は効く薬だ」と客観的には言えず

Yo Haiku: たくさんの人に効いて初めて、つまり

Yo Haiku: 間主観性的に成り立ってはじめて

Yo Haiku: 「これは効く薬だ」が成立しいます

Naoyuki Mertel: なるほど。。そこで間主観性が＾＾；

Hiroshi Kumaki: ＾＾

Yo Haiku: ふふふ、間主観性はあちこちにひそまっているのです

Yo Haiku: 「ここにはないだろう」というところにも

Yo Haiku: ひそまっているのです

Hiroshi Kumaki: ｗ

marube Oh: ＾＾

Almond Andel: 薬の場合などははっきりわかりますが、例えば、数学などは？

Almond Andel: 1+1＝2

Almond Andel: というのは、普遍的ですよね

Yo Haiku: これもいい例です

Hiroshi Kumaki: ＾＾

Yo Haiku: １タス１（プラスのマークがどこにあるかわかんない、ドイツキーボード日本語使用）

Yo Haiku: これもまるで人間の意識があろうとなかろうと

Yo Haiku: 普遍的にあるもの、と理解されますが

Yo Haiku: 「普遍的」という点ですでに

Yo Haiku: 人間思考として

Yo Haiku: という前提があり

Yo Haiku: 人間思考、とは「一人だけのもの」ではなく

Yo Haiku: 人間に共通なものなので

Yo Haiku: ここにも間主観が登場します

Yo Haiku: （たとえばハエの世界には数学はありません）

Hiroshi Kumaki: うん

Almond Andel: なるほど。ある種、了解事項なわけですね？

Yo Haiku: だけど、ここで物質主義の方々と現象学の方々で

Yo Haiku: 意見が分かれてきます

marube Oh: ほお？

Yo Haiku: 「ハエの世界に数学はない」ということはない！

Yo Haiku: っと物質主義者は

Yo Haiku: 物理、化学、数学のプリンシプルは

Yo Haiku: 「人間の理解の仕方」はあるが、

Yo Haiku: それを超えて

Yo Haiku: これらのプリンシプル「自体」は

Yo Haiku: 人間の理解の仕方を超えて

Yo Haiku: 物理の世界に属するもの、とします

Yo Haiku: 思考を作り出す人間の脳自体

Yo Haiku: 化学物理の法則にしたがう化学物質の変化から成り立っていて

Yo Haiku: その「理解」と「それ自体という現実」を混同してはいけない、

Yo Haiku: というのが物質主義者が言いたい点です

Amari Blackburn: ふむー

Hiroshi Kumaki: うむ

Yo Haiku: こうしてみると、

Yo Haiku: 間主観性はありますが、

Yo Haiku: 「現実」をそれに還元することはできない、

Yo Haiku: という考えかたですが、

Hiroshi Kumaki: 現象学者の場合は？

Yo Haiku: 現象学者は

Yo Haiku: 「化学物質の変化の方式」自体

Yo Haiku: 人間の意識なしでは「ない」ものなので

Yo Haiku: というか、

Yo Haiku: 方式、事実、物理的法則、これはら

Yo Haiku: 人間意識に基づく「表れ」つまり「抽象現象」としてとらえられるので

Yo Haiku: 「その外にある」という点自体

Yo Haiku: 無意味、というか、矛盾なのです
marube Oh: ほう。

Yo Haiku: 「その外にある」自体意識に基づいた見方だからです
Hiroshi Kumaki: うんうん

Mog (mogura.yokosuka): ノ

Yo Haiku: というところで、時間なのですが、又次回ですね

Hiroshi Kumaki: いいところで。ｗ

Naoyuki Mertel: ＾＾；

Almond Andel: いつもながら、早いですね。

Mog (mogura.yokosuka): ｗｗ

Yo Haiku: ほんとあっという間ですね

marube Oh: Mogさんの質問は？

Hiroshi Kumaki: また続きが楽しみです。ｗ

Almond Andel: せめて、もぐらさんの質問をおききしましょうか

Hiroshi Kumaki: うんうん

Mog (mogura.yokosuka): 方式、事実、物理的法則は　とても効いてきた過去のある薬のように思えました

Mog (mogura.yokosuka): 感想になってしまいましたがｗ

Yo Haiku: ぜひどうぞ、あれ、質問気が付かなかったかしら

Hiroshi Kumaki: ＾＾

Mog (mogura.yokosuka): あ　質問はいいです

Almond Andel: では、次回、ということになりますね。

Almond Andel: 次回は、では、Yoさん

Almond Andel: 間主観をこえた現実があるか、をさらに深めることになりますか？

Yo Haiku: それではどうもありがとうございました、お疲れ様

Hiroshi Kumaki: ありがとうございました。

Almond Andel: 次回は、3月1日の開催の予定です

Hiroshi Kumaki: お疲れ様です。

Yo Haiku: また次回！

Naoyuki Mertel: ありがとうございました＾＾

Almond Andel: きょうはありがとうございました

Hiroshi Kumaki: 楽しみ。＾＾

panda Kidd: ありがとうございました

Mog (mogura.yokosuka): ありがとうございました

Hidemoon Arida: ありがとうございました

marube Oh: ありがとうございました。

Almond Andel: 間主観がどこにひそんでいるか、主観の世界もめぐってみたいですね

philia Blessed: ありがとうございました＾＾

Almond Andel: さて、次回のキラカフェですが、

panda Kidd: はい、二週目の予告をさせていただきますね。

Almond Andel: 次回は、pandaさんのホストのプログラムになります

Yo Haiku: （皆様どうも、消えます）

Almond Andel: おつかれさまでした

Hiroshi Kumaki: （お疲れ様です。＾＾

Mog (mogura.yokosuka): お疲れ様でした

philia Blessed: お疲れ様です

Hidemoon Arida: おつかれさま

Naoyuki Mertel: おつかれさまです

panda Kidd: はい、来週の火曜日は・・・「メディアの中のメディア」というテーマで、

Hiroshi Kumaki: お

panda Kidd: ディスカッションイベントをしたいと思っております。

panda Kidd: SLやインターネットといったメディアの中で、「TV局やラジオ局」を開いて活動されている方々を

panda Kidd: ゲストにお招きし、話を聞きつつ、

panda Kidd: 「メディアの中に、メディアを作る意義」や、

panda Kidd: 「既存のマスメディアなどとどう違うか」、また

panda Kidd: 「メディアの受信者であり送信者である事のミックスが生み出すもの」

panda Kidd: などが、見える場になれば面白いかなと思っております。

panda Kidd: ２月８日（火曜日）２２時から、

panda Kidd: 場所はいつもどおり、ここで行わせていただきます。

panda Kidd: 実際に活動をされている方々、とくに、

panda Kidd: 「個人コンテンツの配信ではなく、放送局を志向している」

panda Kidd: という活動をされているように見受けられる方々に、

panda Kidd: ゲスト参加の打診もしております。

Naoyuki Mertel: おお～＾＾

panda Kidd: ぜひ、ご参加ください。お楽しみに！

panda Kidd: 詳細は、WEBサイトでも告知させていただきます。

panda Kidd: http://kirajapan.org

panda Kidd: よろしくお願いいたします。

panda Kidd: 以上です。

Almond Andel: はい

marube Oh: はい。

Almond Andel: ぜひ、ご参加くださいね。

Almond Andel: それから、もうひとつご案内があるのですが

Almond Andel: 以前にもご案内したのですが、

Almond Andel: 2月10-11日に慶応三田キャンパスで

Almond Andel: 数学の哲学のシンポジウムが開かれます。

Almond Andel: キラのメンバーがパネリストとして参加するので

Hiroshi Kumaki: おお

Almond Andel: ご案内をしているのですが

Almond Andel: http://abelard.flet.keio.ac.jp/seminar/PhilOfMathSympo2011.html

Almond Andel: こちらが、情報になっています

Almond Andel: もし、ご関心のあるかたがいらっしゃれば

Almond Andel: 連絡を取るひつようがありますが、

Almond Andel: 一応、公開シンポジウムのようですので

Almond Andel: どなたでも参加いただけるとのことです

Almond Andel: ぜひ、おいでくださいと、

Almond Andel: 責任者の岡田先生からもおっしゃっていただいているので

Almond Andel: ぜひに。

Almond Andel: （なんだかおかしな日本語）

Almond Andel: それでは、今日は、これで、お開きにします

marube Oh: はい。

Almond Andel: ご参加、ありがとうございました

Hiroshi Kumaki: はい

panda Kidd: 参加自由ですが、席の確保のため、事前予約があると、なおよいそうです

panda Kidd: https://abelard.flet.keio.ac.jp/pom11/registration.html

marube Oh: おつかれさまでした。

Hiroshi Kumaki: ありがとうございました。

panda Kidd: こちらから、予約できます

Naoyuki Mertel: ありがとうございました～＾＾

Mog (mogura.yokosuka): ありがとうございました

philia Blessed: ありがとうございました。ではまた＾＾

Hiroshi Kumaki: では行きますね。

Hiroshi Kumaki: みなさん、またです。

Hiroshi Kumaki: ありがとうございました。

Almond Andel: おつれさま

Naoyuki Mertel: またです～

Almond Andel: また、来週

marube Oh: では～
